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第
三
十
三
回
柳
川
川
柳
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
校
報
告 

 

「
柳
川
川
柳
学
校
」
は
令
和
二
年
二
月
三
日
（
月
）
の
第
二
十
七
回
を
最
後
に
対
面
授
業

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
「
柳
川
川
柳
学
校
」
は
密
の
中
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
行
う
も
の
で
す
。
密
を
避
け
る
た
め
第
二
十
八
回
か
ら
第
三
十
二
回
ま
で
Ｈ
Ｐ
上
で
の
「
Ｗ

Ｅ
Ｂ
学
校
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
数
減
を
う
け
、
第
三
十
三
回
は
令
和
三
年
十
二

月
六
日
（
月
）
に
対
面
授
業
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
岡
山
県
が
人
口
十
万
人
当
た

り
の
感
染
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
の
報
道
が
な
さ
れ
密
を
避
け
る
た
め
残
念
な
が
ら

「
第
三
十
三
回
柳
川
川
柳
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
校
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
十
二
名
の
投
句
が
あ
り
、
久
方
ぶ
り
に
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。 

 

ま
ず
校
長
賞
は
、
自
由
句
③
横
田
さ
ん
の
句
で
す
。 

 

菅
田
校
長
の
コ
メ
ン
ト
～
川
柳
の
三
要
素
は
「
穿
（
う
が
）
ち
」
「
お
か
し
み
」
「
軽
み
」

と
言
わ
れ
る
が
、
も
っ
と
単
純
に
「
ク
ス
っ
と
笑
え
る
」
で
良
い
と
思
う
。
こ
の
句
は
認

知
症
の
年
頃
の
強
が
り
と
押
さ
え
の
言
葉
が
オ
モ
シ
ロ
イ
。「
う
っ
せ
え
わ
」
は
十
九
歳
の

歌
い
手
Ａ
ｄ
ｏ
の
話
題
曲
で
流
行
語
大
賞
に
も
な
っ
た
。「
う
る
せ
い
わ
」
で
は
面
白
く
な

い
し
リ
ズ
ム
に
乏
し
い
。 

 

優
秀
作
品
に
は
、
自
由
句
⑤
魚
森
さ
ん
の
句
と 

課
題
句
③
横
田
さ
ん
の
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

横
田
さ
ん
は
ダ
ブ
ル
受
賞
で
す 

最
優
秀
作
品
に
は
自
由
句
⑨
後
藤
さ
ん
の
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 後

藤
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
～
選
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
ま
で
賞
に
は
縁
が
な
か
っ
た
の
で
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

身
近
な
繰
り
返
す
失
敗
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
こ
れ
か
ら
脳
を
鍛
え
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

投
句
一
覧
は
次
の
通
り
で
す
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

次
回
三
十
四
回
は
令
和
四
年
二
月
七
日
（
月
）
の
予
定
で
す
。
次
回
こ
そ
対
面
授
業
が
行

わ
れ
る
条
件
が
揃
う
よ
う
星
に
祈
っ
て
い
ま
す
。 
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第
三
十
三
回
柳
川
川
柳
学
校
投
句
一
覧 

自
由
句 

① 

補
聴
器
が
ひ
そ
ひ
そ
話
聞
い
て
い
る
（
菅
田
一
郎
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

ば
ら
撒
き
が
私
に
ゃ
来
な
い
総
選
挙
（
高
谷 

昇
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

③ 

認
知
症
単
に
ど
忘
れ
う
っ
せ
ー
わ
（
横
田
真
理
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
～
校
長
賞 

④ 

い
つ
の
間
に
わ
か
る
ス
タ
ア
は
訃
報
だ
け
（
辻
川
登
貴
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑤ 

選
挙
戦
山
は
動
か
ず
風
吹
か
ず
（
魚
森
洋
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
～
優
秀
作
品 

⑥ 

も
う
一
度
お
目
に
か
か
れ
る
？
夏
五
輪
（
若
槻
匡
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

コ
ロ
ナ
禍
も
自
然
淘
汰
と
奴
は
言
う
（
妹
尾
信
秀
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑧ 

も
う
冬
か
半
年
す
れ
ば
ま
た
夏
だ
（
伊
藤
嘉
之
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

半
額
の
惣
菜
買
い
占
め
腐
ら
せ
る
（
後
藤
啓
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
～
最
優
秀
作
品 

⑩ 

お
出
か
け
の
オ
シ
ャ
レ
の
仕
上
げ
は
マ
ス
ク
で
す
（
井
口
三
貴
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑪ 

コ
ロ
ナ
後
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ぬ
変
異
株
（
吉
原
司
郎
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑫ 

ア
ク
リ
ル
板
老
母
の
涙
も
遮
ら
れ
（
南
部
年
克
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 
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課
題
句
（
星
） 

① 

こ
の
星
は
オ
レ
の
も
ん
だ
よ
習
近
平
（
菅
田
一
郎
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

空
の
果
て
コ
ロ
ナ
連
れ
て
流
れ
星
（
高
谷 

昇
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

③ 

レ
シ
ー
ト
で
目
星
つ
け
ら
れ
浮
気
バ
レ
（
横
田
真
理
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
～
優
秀
作
品 

④ 

星
流
れ
雫
残
し
て
君
が
逝
く
（
辻
川
登
貴
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑤ 

街
明
か
り
消
し
て
輝
く
美
星
町
（
魚
森
洋
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑥ 

流
れ
星
願
い
は
一
つ
コ
ロ
ナ
滅
（
若
槻
匡
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

金
星
を
か
け
た
土
俵
に‶

待
っ
た‶

な
し
（
妹
尾
信
秀
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑧ 

な
ぜ
か
し
ら
？
ふ
ら
れ
ふ
ら
れ
た
星
の
数
（
伊
藤
嘉
之
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

星
の
数
輝
い
て
る
の
は
あ
な
た
だ
け
（
後
藤
啓
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑩ 

九
ち
ゃ
ん
は
星
の
仲
間
と
歌
っ
て
ま
す
（
井
口
三
貴
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑪ 

星
空
も
忘
れ
て
し
ま
う
自
粛
の
夜
（
吉
原
司
郎
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑫ 

流
星
に
祈
る
は
友
の
病

や
ま
い

治
癒
（
南
部
年
克
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


